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第 1図は、富士山周辺における GEONET による GPS 連続観測結果である。第 1図(a)に富士山を取り

囲む基線の配置を示した。第 1図(b)、(c)はそれぞれの基線における辺長変化の時系列である。左側

に 2005 年 4月から 2010 年 6月の約 5年 2ヶ月、右側に 2008年 4月から 2010年 6 月までの約 2 年 2

ヶ月を拡大して示してある。(1)「M上吉田」－「富士宮 1」、(3)「M上吉田」－「裾野 1」(4)「上九

一色」－「S 富士宮 1」、(5)「S富士宮 1」－「御殿場」、(8)「山梨大月」－「富士宮 2」、(9)「M

富士御庭」－「富士」などの基線に、2008年後半頃から伸びの傾向が見られ、2010年初め頃までは一

定の速度で継続していたように見られる。(4)「上九一色」－「S 富士宮 1」、(8)「山梨大月」－「富

士宮 2」などでは、2010 年初め頃から伸びがやや鈍化しているように見える。一方で(3)「M上吉田」

－「裾野 1」や(5)「S 富士宮 1」－「御殿場」では 2010 年 6月初め時点でも引き続き伸びの傾向にあ

るように見える。 

第 2図は、2009 年 5月から 2010 年 5月の 1年間でみた、この領域の水平変動ベクトル図である。

富士山を中心に広がるような傾向が、フィリピン海プレート・伊豆ブロックの運動に関連するベクト

ルに重なって存在している。 

第 3図は、GPS 観測データから富士山周辺の地殻変動を富士山直下の膨張源に原因があると仮定し

て作成したモデルである。会報 104号に報告したモデルと同じ深さに変動源を固定し、また周辺の変

動源として箱根山と伊豆半島東方沖の断層(開口断層)については、会報 104 号、105 号に報告したパ

ラメータに固定して、富士山直下の膨張源の緯度・経度および膨張量のみを再推定した。2008年 5 月

から 2010 年 4 月の約 23 ヶ月の変動量から１次トレンドと年周・半年周成分を除去した後の変化量を

用いて茂木モデルで位置と膨張量を推定している。富士山の地下約 15km で約 1千 2 百万立米の球状圧

力源が膨張したという推定結果となり、会報 104号で報告した 2009年 8月時点からの増加量にすると、

8ヶ月で 1.3 百万立米となった。一部の基線の伸びが鈍化したことを反映して、推定された膨張源の

体積増加もやや速度が鈍った推定になっている。 

第 4図は、富士吉田市と富士市で実施している全磁力の観測結果である。上段は東大地震研の FJ1

観測点との全磁力差、下段は富士吉田観測点と富士市観測点の全磁力差の時系列である。明瞭な帯磁

あるいは消磁の傾向は見られていない。 

第 5図は、「だいち」PALSARによる富士山周辺地域の解析結果である。南行軌道(Descending)で

2007 年 10月 19 日と 2010 年 4月 26日のペアを取った解析結果である。有意な変動は認められない。 
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第 1 図(a) GPS 連続観測点基線図 

Fig.1 (a) Site location map of the GPS continuous observation network around Fuji Volcano. 

 

第 1 図(b) 富士山周辺の電子基準点における GPS 連続観測結果 

（基線長：左列 2005 年 4 月～2010 年 6 月、右列 2008 年 4 月～2010 年 6 月） 

Fig.1 (b) Results of continuous GPS observation at GEONET sites around Fuji Volcano, Baseline length;  

(left) from April 2005 to June 2010, (right) from January 2008 to June 2010. 
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第 1 図(c) 富士山周辺の電子基準点における GPS 連続観測結果 

（基線長：左列 2005 年 4 月～2010 年 6 月、右列 2008 年 4 月～2010 年 6 月） 

Fig.1(c) Results of continuous GPS observation at GEONET sites around Fuji Volcano, Baseline length; 

 (left) from April 2005 to June 2010, (right) from January 2008 to June 2010. 
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第 2 図 GEONET 観測による富士・箱根周辺の地殻変動(水平変動ベクトル) (2009 年 5 月～2010 年 5 月) 

Fig.2 Horizontal crustal deformation by GEONET observation around Fuji and Hakone volcano from May 2009 to 

May 2010. 
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第 3 図 球状圧力源(茂木ソース)による富士・箱根周辺の地殻変動力源モデル 

(上段：水平変動，下段：上下変動) 

Fig.3 Source model (Mogi model) for the crustal deformation around Fuji and Hakone volcano ; 

(upper) horizontal, (lower) vertical. 
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第 4 図 富士山における全磁力連続観測結果 

Fig.4 Observations of Geomagnetic Total Intensity around Fuji Volcano. 
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第 5 図  「だいち」PALSAR による富士山周辺地域の解析結果 

Fig.5  Interferometric analysis of SAR acquired by“Daichi” PALSAR around Fuji Volcano. 

 


